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1.はじめに
愛媛県は，タオルの生産額日本一であり，特に今治
市では独自の厳しい基準を設けた「今治タオル」とい
うブランドで世界から注目されている．タオル生産を
行う際は，必要な糸を発注し，納品された糸は，ダン
ボールに入れて糸倉と呼ばれる倉庫で保管される．発
注する際には，毎回発注担当者が糸倉へ足を運び，大
量の糸在庫の中から必要な糸を探して在庫数量を確認
し，必要数量を発注している．また，作業場に持ち出
す際は，糸倉の中から必要な糸が入ったダンボールを
探して持ち出している．本研究では，愛媛県内に存在
するタオル工場において，糸在庫が入った箱のロケー
ションと在庫量が管理できるアプリケーションを開発
し，業務における無駄な時間を削減するとともに，保
有資産の管理を容易にすることを目標とする．
2.研究背景
2.1.タオル工場における糸在庫管理の現状と課題
タオルの生産を行う際は，まず，必要な糸を発注し，
染工所という別の工場で発注した色に染められてタオ
ル工場へ届けられる．タオル工場へ届けられた糸は糸
倉と呼ばれる倉庫で管理されながら，必要に応じて整
経場や工場などの作業場に持ち出され使用される．必
要な糸を発注や，作業場に持ち出す際には，必要な糸
を倉庫から探し出す必要がある．また，在庫量も正確
に管理されていないため，発注の際には探し出す作業
に加えて，どれだけの在庫があるかを確認する必要が
ある．
糸倉では，商品名の頭文字の 50音ごとに置く台車が
あるが，正しい位置に置かれていないことや，ダンボー
ルが潰れてしまっていることが多くあり，探し出すの
に長いときは数時間程度時間を使うこともあり，人件
費がかかりすぎてしまうことが問題視されている．ま
た，正確な在庫量が管理されていないことから，会社
としての保有資産も把握が困難になっている．
2.2.研究目的と研究目標
本研究では，タオル工場における，糸在庫が工場内
のどこに存在しているのかの管理を行い，在庫量の管
理を行うことで，業務における無駄な時間の削減を行
うとともに，保有資産の管理を容易にすることを研究
目的とする．
また，納品，在庫量，ロケーション，廃棄の登録が
できるスマートフォン用アプリケーションと，発注情
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図 1: システム概要図

図 2: タオル製造業務とシステム操作の関係

報の登録や管理情報を参照，編集が可能であるWebア
プリケーションからなる，糸在庫管理システムの開発
を行い，タオル製造業務にかかる時間や負担を軽減さ
せることを目標とする．
3.システム概要
システムは，糸倉や各作業場から在庫量やロケーショ
ン情報を送信するスマートフォン用アプリケーション，
発注情報の登録や，管理している情報を参照，編集で
きるWebアプリケーション，それらの情報を保存する
サーバで構成される．システムの構成図を図 1に示す．
本研究では，糸倉や作業場での操作を行う端末とし
て，iPhoneを選択する．Androidのアプリケーション
開発では，端末のバージョンや種類によって，ソフト
ウェア開発に違いがある．長い期間システムを使用す
ることを考慮すると，バージョンや機種に囚われにく
い iOSアプリケーションの方が，ソフトウェアの保守
がしやすく適している．
3.1. iOSアプリケーションの概要
本研究で開発する iOS アプリケーションの役割は，
糸倉や作業場において，糸の在庫量や糸が入った箱の
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図 3: 箱 ID用ラベルシール

ロケーション情報をサーバに登録することである．タ
オル製造における業務と対応するシステムの操作の関
係を図 2に示す．図の中で，四角で囲まれたものはタ
オル製造の業務の名前を，吹き出しで囲まれたものは，
システムの操作の名前を表す．
各操作を行う際は，まず作業者が各人に割り当てら
れた社員 ID でアプリにログインする．その後行う操
作を選択し，必要情報を入力し登録することで，サー
バの情報が更新される．
各箱に割り当てられる箱 ID や，糸倉内の棚に割り
当てられる棚 IDは，入力の手間や間違った情報を登録
することを防ぐため，それぞれの ID を表す QR コー
ドを用意し，iPhone のカメラを使用して読み込むこと
で登録ができる機能を実装する．箱 ID用に用意する
シールラベルのイメージを図 3に示す．
3.2. Webアプリケーションとサーバの概要
本研究で開発するWebアプリケーションの役割は，
各種情報の修正を行うことである．iOSアプリから送
信される在庫量やロケーションの情報に加えて，社員
情報や糸の銘柄などの情報も登録，編集することが可
能である．
サーバでは，iOSアプリから送信された管理情報を
蓄積し，iOSアプリやWebアプリから要求があった際
には，必要情報を送信する．また，発注情報が記載さ
れたCSVファイルを指定ディレクトリに保存すること
で，1日に 1回発注情報をサーバ内のデータベースに
保存する．
4.評価
今回開発したアプリを，愛媛県今治市に所在するタ
オル工場にて試験運用し，使用した社員の方々に対し
てアンケート調査をし，評価を行う．
今回行う評価は，本システムを導入することで，研
究目標である，タオル製造業務にかかる時間や負担を
軽減させることができたかどうか考察することを目的
としている．
4.1.アンケート項目
アンケートは，以下のような項目で実施する．
• 質問 1-1 アプリの各ページ毎に使いやすさを評価
(5段階)

• 質問 1-2 (5：使いやすい，4：少し使いやすいと回
答したものについて，)特に使いやすかった点を評
価 (自由記述)

• 質問 1-3 (2：少し使いにくい，1：使いにくいと回
答したものについて，)特に使いにくかった点を評
価 (自由記述)

• 質問 2 本システムを導入することで以下の項目が
達成されるか
(各 5段階評価とその理由)

– タオル製造業務にかかる時間が短縮されるか
– タオル製造業務にかかる負担が軽減されると
感じるか

– 糸在庫の在庫がある場所を把握できるように
なるか

– 糸在庫の在庫量が把握できるようになるか
• 質問 3 その他改善すべき点や課題 (自由記述)

5.おわりに
本研究では，糸在庫のロケーションや数量を管理す
ることができる，糸在庫管理システムを開発した．納
品，在庫量，ロケーション，廃棄の登録ができる iOS
アプリケーションと，発注情報の登録や管理情報を参
照，編集が可能であるサーバとWebアプリケーション
から構成される．iOSアプリはカメラとQRコードを利
用することで，打ち間違えの防止や操作の簡略化する
ことを行った．サーバは，発注情報が記載された CSV
ファイルを指定ディレクトリに保存しておくことで 1
日に 1回自動でデータベースへ保存することができる．
これらのシステムを用いることで，タオル工場では，
探している糸を探す時間や在庫数を数える時間を削減
し，業務の効率化を図ることができる．今後は，試験
運用による評価をもとに考察を行い，より現場で使用
しやすいシステムとなるよう改良をし，実運用を目指
していく．
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